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初めに：光ファイバーは現在光通信媒体としてまた映像伝送である内視鏡に利用されている。

それの改良・利用は凄まじい速さで進んでいる。それは光が伝播の高速性・高周波数・伝播時の

低熱発生などの特徴を持っているからである。なお、現在は撮影センサーとして CCD

（Charge-coupled deice）が多々利用されているが、医療系での血管内撮像には熱発生が少ない光

ファイバースコープ（内視鏡）が利用されている。光学内視鏡を自ら作成し自然を観察する機会

があれば身近にある光ファイバー利用機器の理解に役立つ。本発表では、直視型内視鏡の簡易作

成法を以前紹介したもの 1-3）に変更を加え、光照射が出来るよう対象物を非接触で観察する方法

を考案したのでそれについて報告する。 

実験と結果：内視鏡は多数の光ファイバーで構成され、しかも映像入力側での内視鏡断面のフ

ァイバーの配列はそのまま映像出力側の断面でのファイバーの配列と同じでなければならない。

この両端でのファイバーの配列を同じにするには２つの短い同じ径の円筒（～1cm の長さ：圧着

端子）利用で可能で、例えば直径 0.25mmのファイバー約 500本の内視鏡が容易に作れる 1-3）。対

象物に非接触で映像をえるには対物レンズとして凸レンズを挿入する案が浮かぶ。また、同時に

広域の画像を得るためには広角レンズを使用すればよいが、教育用としては価格が高いこととフ

ァイバースコープに適合したレンズの大きさの成形は容易でないという点が問題である。そこで

今回は魚眼レンズの原理に基づいて球形のガラス球を対物レンズとして着装して非接触化した内

視鏡の作成をした。その結果 LED電球で対象物を照射することができ、視野角は直視型より広く

なった。 

球形対物レンズの効果として、①凸レンズの特性から被写体に非接触で観察ができる、②その

ために LED電球は小さいので被写体のそばに置ける、③１個の球形レンズのために映像の歪が多

少生ずる、などがある。この実験での映像をきれいにするには光ファイバーの端面をいかに綺麗

に処理するかが重要である。項目③については教育用の内視鏡であるから教育効果としてその性

能で十分である。 
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